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世界で誰も気づいていない、生体分子の機能を見つけ出す楽しさ

私は大学で、あらゆる細胞の表面や細胞間に
含まれている糖鎖の研究をしています。糖鎖
は、細胞の動き方や増殖、受精、発生、組織
の形成、感染などの現象に関わることがわかっ
てきましたが、まだよくわかっていない機能も多
くあります。私は特に、組織の再生、アレルギ
ー、感染、酵素反応の際に働く糖タンパク質
の糖鎖について学生さん達と研究しています。
世界でまだ誰も気づいていないことを発見し、
そのしくみや役割を実験により解くことが面白
く、将来、健康の向上に役立てることをめざし
てやりがいを感じています。

大学進学時は、出身の関西圏での進学先選
びに土壇場まで迷っていたところ、戦前生まれ
の頑固な主婦であった母から「東京の女子大
で勉強したら」と示唆を受けました。日頃つまし
い母が東京まで行かせてくれるというのが意外
でした。私はその頃反抗期でしたが、これだけ
は誘いにのった形です。理系で卒業後は仕事
を続けたいという強い希望が私にあり、職業志
向の女性がのびのびと教育を受けられ、ロー
ルモデルも豊富な環境は、結果として適してい
ました。大学院修了後は正規の就職が無かっ
たのですが、しばらくして前任者が留学される折
に母校に助手として雇われることになりました。

医師、教師、エンジニア、研究者などに限られ
た理系の職種のイメージから、現在は自然科学
分野でも多様なキャリアパスを考えて行こうと
いう方向になっています。例えば専門性や研究
経験から出発して、特許など知財の専門家、
技術系公務員、独立行政法人のオフィサー、
サイエンスライター・コーディネーター、遺伝カ
ウンセラーなど職業の幅は広がってきていま
す。自分の志向を探りながら広い基礎力を蓄え
ること、チャンスがあればつかめるよう情報のア
ンテナを張りましょう。新しい事にも挑戦するた
くましさと柔軟性があるとよいと思います。
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1993年 　お茶の水女子大学理学部・助教授、1994～1996年 文部省学術調査官（併任）、
1998年 　大学院助教授を経て、
2005年　同教授、糖鎖科学教育研究センター長（併任）、現在に至る。

研究の内容とやりがいについて 私の進路決定のきっかけ

研究と生活のバランスについて
進路選択についてのメッセージ

小川温子 （お茶の水女子大学　教授）
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育児期は時間のやり繰りに苦労しました。毎日
18時台に帰ると実験を十分できない上、職場
の人に何か言われないかと案じたり、１歳児に
夜７時まで延長保育は可哀想という縁戚の言
葉にも悩みました。しかし今は、子どもが小さい
時期に他人の目など意識しない方がよく、短い
時間でも、幼い子と向き合い優しい穏やかな
気持ちで過ごす方が大切だと思います。親の
精神衛生には職場と家族の支援が不可欠で、
最近は大学でも育児期の女性の仕事時間や
職務に配慮するしくみができつつあります。親
子とも大変な無理をせず、明るく仕事と育児を
続けられる環境作りを皆さんが大人になるまで
に一層進めることが必要ですね。
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大学の研究所に勤務し、研究を行なってい
ます。教育面では大学院の協力講座として
大学院生の授業を担当しています。また研
究室に配属された大学院の学生と研究をと
もにすることで、「何が大切なのか」、「どうし
たら本当のことを明らかにできるのか」など、
科学に対する姿勢や物事の考え方などを教
育しています。誰も知らないことを見つけた
り、今までにない材料を作ったりする研究は
もちろん気合いが入りますが、人間形成の
一端に携わることのできる教育も重要な仕
事だと考えています。

小さい頃から色々な自然現象が不思議で、
その理由を知りたいと強く思っていました。
現在分かっている科学は、神様の作った自
然界のルールを人間がどこまで明らかにして
来たかの歴史です。名もない科学者の熱意
と努力の積み重ねです。こう考える様になっ
てから、自分も名もない科学者の一人になり
たいと思いました。

最近では色々な学部や職場があり、チャンス
も広がったと同時に選択に迷うことも多いか
と思います。大切なのは、自分のことをよく
知ってもらっている人達に相談することです。
また、時間を元に戻すことはできませんので、
選んでしまった道は後悔することなく、ひたす
ら前に進むことで先は開けてきます。

仕事の内容とやりがい 進路決定のきっかけ

仕事と家庭とのバランス 進路選択に対してのメッセージ

現在、子供は中学生の男の子が一人いま
す。子供に手がかかる時期は助手として過
ごしており、比較的時間配分を自由にさせて
もらえたので、一日に数回家庭と職場を往
復したり、早めに帰宅したりしていました。大
切なのは時間をかけることではなく効率良く
成果をだすことだと考え、ベストなスケジュー
ルをたてることには気をつけていました。私
の場合、バランスを取るというよりも、仕事
を一生懸命することで同時に家事も結構ち
ゃんとできたかな（？）と思っています。

自然現象の“不思議”に魅せられ、自然界の謎に挑む
野村淳子 （東京工業大学　資源化学研究所　准教授）
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